


  
対
話
の
市
政
で

　
　
　

美
し
く　

た
く
ま
し
く　

住
み
よ
い
大
村
市

                                            　　

を
め
ざ
し
ま
す

　

９
月
24
日
、大
村
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、松
本
崇
氏
が
第
19
代
大
村
市
長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
25
日
、市
民
の
皆
さ
ん
や
職
員
の
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
登
庁
し
、

大
村
市
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

当選後の初登庁を市役所玄関で市民の皆さんや職員が出迎え　（９／２５）

松本崇市長へ大塚選挙管理委員会委員長から
当選証書を交付　（９／２５）

就
任
あ
い
さ
つ

さらなる発展を続ける大村市

❶行革と財政再建

❷企業誘致と雇用の確保

❸環境保全と大村湾の浄化

❹歴史観光の開発

❺高齢者・母子家庭・身障者の福祉充実

❻少子化対策と子育て支援

❼女性の地位向上

❽国道34号等の拡幅整備

❾ボート事業・市立病院の再建

●農業・漁業の振興

●商店街の活性化

●県立図書館と大学の誘致

12の政策宣言
　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
市
政
を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
与
え
ら
れ
た
職
責
の
重
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。私
の
信
条
で
あ
る「
市
民
が
主
役
」そ
し
て

「
対
話
の
市
政
」を
基
本
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
、

誠
心
誠
意
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

頂
き
、
破
た
ん
の
危
機
に
あ
っ
た
財
政
を
再
建
し
、
赤
字
再
建
団
体
へ
の

転
落
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
赤
字
続
き
で
回
復
困

難
と
さ
れ
て
い
た
競
艇
事
業
を
、
業
務
の
効
率
化
や
全
国
発
売
の
Ｇ
Ⅰ

レ
ー
ス
の
誘
致
成
功
な
ど
の
増
収
対
策
に
よ
り
７
年
ぶ
り
の
黒
字
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
若
い
人
の
働
く
場
を
確
保
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
11
社
の
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
が
で
き
、お
お
よ
そ
９
０
０
人
の
働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

国
道
34
号
拡
幅
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
決
定
に
よ
り
平
成
20
年
度
ま
で
に
国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
入
口

ま
で
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
は
与
崎
交
差
点
ま
で
の
拡
幅
が
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
3.7
㎞
の
拡
幅
整
備
に
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、ひ
と
え
に
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
改
め
て
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
後
４
年
間
、
私
は「
美
し
く
　

た
く
ま
し
く
　

住
み
よ
い
大

村
市
」そ
し
て
、「
日
本
で
も
っ
と
も
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」「
日
本
一
の
ま

ち
」を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
策
定
し
ま
し
た
第
四
次
大
村
市
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
、
第

四
次
行
政
改
革
を
確
実
に
進
め
、
第
二
次
財
政
健
全
化
計
画
を
着
実
に

達
成
す
る
こ
と
が
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。そ
の
た
め
、
私
が
目
指
す「
12
の
政
策
宣
言
」の
冒
頭
に「
行
革
と
財

政
再
建
」を
掲
げ
、
48
億
８
千
万
円
の
削
減
、
77
人
の
職
員
数
削
減
、
そ

し
て
赤
字
再
建
団
体
に
は
絶
対
し
な
い
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
約
束

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
企
業
誘
致
と
雇
用
の
確
保
」で
は
、
任
期
中
に
10
社
の
企
業
を

誘
致
し
、
１
、
０
０
０
人
の
働
く
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。さ
ら
に
、「
歴

史
観
光
の
開
発
」で
は
、
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
村
純
忠
と
天
正

遣
欧
少
年
使
節
を
歴
史
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
、
武
家
屋
敷
、
旧
円
融

寺
庭
園
、
野
岳
な
ど
豊
か
な
歴
史
資
源
を
活
か
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

あ
る
観
光
コ
ー
ス
を
創
り
、
観
光
客
の
74
万
人
か
ら
90
万
人
へ
の
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
商
店
街
の
活
性
化
」で
は
、
上
駅
通
り
市
街
地
再
開
発
事
業
の

平
成
22
年
度
完
成
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。こ
れ
ら

以
外
に
、「
環
境
保
全
と
大
村
湾
の
浄
化
」「
国
道
34
号
等
の
拡
幅
整
備
」

「
ボ
ー
ト
事
業
・
市
立
病
院
の
再
建
」「
高
齢
者
・
母
子
家
庭
・
身
障
者
の
福

祉
充
実
」「
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
」「
女
性
の
地
位
向
上
」「
農
業
・

漁
業
の
振
興
」お
よ
び「
県
立
図
書
館
と
大
学
の
誘
致
」の
実
現
を
目
指

し
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
４
年
間
、
こ
れ
ら
の
政
策
宣
言
の
実
現
に
向
け
全
身
全

霊
を
傾
け
て
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

松本崇第19代大村市長
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地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
を
発
揮
し
、

よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
進
め
ら
れ
て
き
た
三
位
一
体
改
革
。

そ
の一
環
と
し
て
、国
の
所
得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税
へ

約
3
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
に
伴
い
、皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
住
民
税
が

平
成
19
年
度
分
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

国
か
ら
地
方
へ
…
。

平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
っ
て

あ
な
た
の
住
民
税
が

変
わ
り
ま
す
。

も
っ
と
身
近
に
、も
っ
と
豊
か
に
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
に
。

　「地方でできることは地方に」という方針のもと進められている三位一体改
革。地方公共団体は国が国税として集めた財源の中から国庫補助金を受けて
おり、その行財政システムは必ずしも自主性が高いとはいえません。このため、
地方公共団体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政
サービスを自らの責任で、より効率的に行えるよう国税から地方税へ、税そのも
のの形で3兆円の税源移譲が行われることになりました。

　住民税所得割の税率は従来3段階の超過累進構造になっていました。これ
を所得の多い少ないに関わらず一律10%の比例税率構造に変えることになり
ました。これによって高額所得者の多い地域に税収が集中することなく税源移
譲が可能になります。
※この改正は、平成19年6月徴収分から適用されます。

どうして変わるの？
より身近な行政サービスを効率よく行えるよう、
国から地方への税源の移譲が行われるからです。

税負担は増える？減る？
ご安心ください。税源移譲によって住民税が増えても、
所得税が減るため、納税者の負担は変わりません。

どう変わるの？

※住民税と所得税の人的控除の差について（調整控除）
　住民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの人的控
除額に差があります。したがって同じ収入金額でも、住民税の課
税所得は、所得税よりも多くなっていますので、住民税の税率
を5%から10%に引き上げた場合、所得税の税率を引き下げただ

けでは、税負担が増えてしまうことになります。
このため、個々の納税者の人的控除の適用状況に応じて、住
民税を減額することによって、納税者の負担が変わらないように
しています。

　住民税所得割の10%比例税率化に伴い、国が集める国税
（＝所得税）の税率構造も見直されます。住民税については最
低税率が5%から10%に引き上げ、最高税率が13%から10%に
引き下げとなっていますが、所得税は逆に最低税率が10%から

5%に引き下げ、最高税率が37%から40%に引き上げとなります。
また、人的控除の差（※）に対応した減税措置なども講じられま
す。これらの措置により、税源移譲の前後で「住民税＋所得税」
の納税者の負担は変わりません。

定率減税の廃止（平成19年度分～） 
　個人住民税所得割額の7.5％相当額（限度額2万円）の減税
が行われていましたが、平成19年度分から廃止されます。                           

住宅ローン減税「住宅借入金等特別控除」（平成２０年度分～）
　平成18年度までの入居者について、今回の税源移譲によっ
て、平成19年以降の所得税における住宅ローン控除による減税
額が減ってしまう場合には、市に申請していただくと、その分を翌
年度の住民税で減税いたします。                           

地震保険料控除の創設（平成20年度分～）                            
　損害保険料控除を改め、地震保険料控除制度を創設します
（地震保険料の２分の１を所得控除［限度額25,000円］）。  
また、経過措置として、平成18年末までに締結した長期損害保
険に係る保険料については今までどおり、損害保険料控除を適
用できます（限度額10,000円）。                           
　経過措置と地震保険料控除を併用する場合は、合わせて最
高25,000円の控除が受けられます。

◎その他の改正住民税とは？

住民税所得割の税率が10%に統一されます。

住民 地方

国

行政サービス

住民税

所得税 国庫補助金

住民 地方

国

行政サービス

住民税
＋3兆円

所得税
△3兆円

国庫補助金

移譲前

移譲後

0

0

200万円 700万円

（県民税4％、市民税6％）

（課税所得）

※図中の税率は、市民税と県民税を合わせたものです。

（課税所得）

5％ 10％

10％

13％

平成18年度分まで

平成19年度分から

　住民税には、均等額を負担する「均等割」と、所得金
額に応じて負担する「所得割」があり、通常、県の税であ

る県民税と市の税である市民税を合わせて住民税と呼びます。
所得税が1年間の所得に対してその年に課税されるのに対し、
住民税の所得割は前年の所得に対して課税されます。なお、住
民税の徴収は、県民税と市民税を合わせて市が行うこととなっ
ています。

２つの方法があります。

①サラリーマン（給与所得者）の場合
　1年分を毎年6月から翌年5月までの12か月に分けて勤務さ
れている会社などが毎月の給与から天引き（特別徴収）してい
ます。給与明細などで確認してみてください。

②年金所得者・事業所得者などの場合
　市から各個人あてに直接送付される納付書（普通徴収）によ
り、通常6月・8月・11月・翌年1月の年4回に分けて納税してい
ただきます（口座振替により納めることも可能です）。 

移譲前

移譲後

124,500円

124,500円

78,000円（10％）

39,000円（ 5％）

27,900円（3％）

51,300円（6％）

18,600円（2％）

34,200円（4％）

所得税額（税率） 市民税額（税率） 県民税額（税率） 計

収 入 額

所 得 額

人的控除

3,000,000円

1,920,000円

1,140,000円

3,000,000円

1,920,000円

990,000円

例）夫婦と子ども一人で、給与収入3,000,000円の場合

負担合計額は同じ

課税所得 1,920,000円
1,920,000円

－1,140,000円
－   990,000円

780,000円
930,000円

（所得税）
（住民税）

＝
＝

※左記のように、移譲前後の税負担額に変わりはありません。
　移譲後の市県民税は調整控除により市民税4,500円、県民税
　3,000円が控除されています。

移譲前 移譲後

所得税 住民税 所得税 住民税

4段階 6段階

10％ 5％

5％
10％

13％

8％
2％ 3％

3％ 10％
10％ 20％ 23％

33％
40％

20％
30％

37％
10％比例税率

4％（県民税）
6％（市民税）

県民税
市民税

納税方法は？

■問い合わせ　税務課（内線124）

所得税算出基礎 住民税算出基礎
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　「地方でできることは地方に」という方針のもと進められている三位一体改
革。地方公共団体は国が国税として集めた財源の中から国庫補助金を受けて
おり、その行財政システムは必ずしも自主性が高いとはいえません。このため、
地方公共団体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政
サービスを自らの責任で、より効率的に行えるよう国税から地方税へ、税そのも
のの形で3兆円の税源移譲が行われることになりました。

　住民税所得割の税率は従来3段階の超過累進構造になっていました。これ
を所得の多い少ないに関わらず一律10%の比例税率構造に変えることになり
ました。これによって高額所得者の多い地域に税収が集中することなく税源移
譲が可能になります。
※この改正は、平成19年6月徴収分から適用されます。

どうして変わるの？
より身近な行政サービスを効率よく行えるよう、
国から地方への税源の移譲が行われるからです。

税負担は増える？減る？
ご安心ください。税源移譲によって住民税が増えても、
所得税が減るため、納税者の負担は変わりません。

どう変わるの？

※住民税と所得税の人的控除の差について（調整控除）
　住民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの人的控
除額に差があります。したがって同じ収入金額でも、住民税の課
税所得は、所得税よりも多くなっていますので、住民税の税率
を5%から10%に引き上げた場合、所得税の税率を引き下げただ

けでは、税負担が増えてしまうことになります。
このため、個々の納税者の人的控除の適用状況に応じて、住
民税を減額することによって、納税者の負担が変わらないように
しています。

　住民税所得割の10%比例税率化に伴い、国が集める国税
（＝所得税）の税率構造も見直されます。住民税については最
低税率が5%から10%に引き上げ、最高税率が13%から10%に
引き下げとなっていますが、所得税は逆に最低税率が10%から

5%に引き下げ、最高税率が37%から40%に引き上げとなります。
また、人的控除の差（※）に対応した減税措置なども講じられま
す。これらの措置により、税源移譲の前後で「住民税＋所得税」
の納税者の負担は変わりません。

定率減税の廃止（平成19年度分～） 
　個人住民税所得割額の7.5％相当額（限度額2万円）の減税
が行われていましたが、平成19年度分から廃止されます。                           

住宅ローン減税「住宅借入金等特別控除」（平成２０年度分～）
　平成18年度までの入居者について、今回の税源移譲によっ
て、平成19年以降の所得税における住宅ローン控除による減税
額が減ってしまう場合には、市に申請していただくと、その分を翌
年度の住民税で減税いたします。                           

地震保険料控除の創設（平成20年度分～）                            
　損害保険料控除を改め、地震保険料控除制度を創設します
（地震保険料の２分の１を所得控除［限度額25,000円］）。  
また、経過措置として、平成18年末までに締結した長期損害保
険に係る保険料については今までどおり、損害保険料控除を適
用できます（限度額10,000円）。                           
　経過措置と地震保険料控除を併用する場合は、合わせて最
高25,000円の控除が受けられます。

◎その他の改正住民税とは？

住民税所得割の税率が10%に統一されます。

住民 地方

国

行政サービス

住民税

所得税 国庫補助金

住民 地方

国

行政サービス

住民税
＋3兆円

所得税
△3兆円

国庫補助金

移譲前

移譲後

0

0

200万円 700万円

（県民税4％、市民税6％）

（課税所得）

※図中の税率は、市民税と県民税を合わせたものです。

（課税所得）

5％ 10％

10％

13％

平成18年度分まで

平成19年度分から

　住民税には、均等額を負担する「均等割」と、所得金
額に応じて負担する「所得割」があり、通常、県の税であ

る県民税と市の税である市民税を合わせて住民税と呼びます。
所得税が1年間の所得に対してその年に課税されるのに対し、
住民税の所得割は前年の所得に対して課税されます。なお、住
民税の徴収は、県民税と市民税を合わせて市が行うこととなっ
ています。

２つの方法があります。

①サラリーマン（給与所得者）の場合
　1年分を毎年6月から翌年5月までの12か月に分けて勤務さ
れている会社などが毎月の給与から天引き（特別徴収）してい
ます。給与明細などで確認してみてください。

②年金所得者・事業所得者などの場合
　市から各個人あてに直接送付される納付書（普通徴収）によ
り、通常6月・8月・11月・翌年1月の年4回に分けて納税してい
ただきます（口座振替により納めることも可能です）。 

移譲前

移譲後

124,500円

124,500円

78,000円（10％）

39,000円（ 5％）

27,900円（3％）

51,300円（6％）

18,600円（2％）

34,200円（4％）

所得税額（税率） 市民税額（税率） 県民税額（税率） 計

収 入 額

所 得 額

人的控除

3,000,000円

1,920,000円

1,140,000円

3,000,000円

1,920,000円

990,000円

例）夫婦と子ども一人で、給与収入3,000,000円の場合

負担合計額は同じ

課税所得 1,920,000円
1,920,000円

－1,140,000円
－   990,000円

780,000円
930,000円

（所得税）
（住民税）

＝
＝

※左記のように、移譲前後の税負担額に変わりはありません。
　移譲後の市県民税は調整控除により市民税4,500円、県民税
　3,000円が控除されています。

移譲前 移譲後

所得税 住民税 所得税 住民税

4段階 6段階

10％ 5％

5％
10％

13％

8％
2％ 3％

3％ 10％
10％ 20％ 23％

33％
40％

20％
30％

37％
10％比例税率

4％（県民税）
6％（市民税）

県民税
市民税

納税方法は？

■問い合わせ　税務課（内線124）

所得税算出基礎 住民税算出基礎
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第5回都市景観賞が決定しました

■問い合わせ　都市計画課　（内線431)

行政らしんばん行政らしんばん行政らしんばん

　都市景観賞51点、写真コンクール33点の応募の中から、次のとおり決定しました。
　ご応募ありがとうございました。

◎大村市都市景観賞

◎大村市都市景観写真コンクール

【大きな建物部門】

【最優秀賞】

県立大村工業高校（森園町）

「冬の大村公園」　楠本邦博（須田ノ木町） 【優秀賞】 鎌田　　勝（須田ノ木町）
福嶋　良治（乾 馬 場 町）

【入　選】 鎌田　幸子（須田ノ木町）
葉山　政雄（桜馬場2丁目）
谷口　正子（富の原2丁目）
岸川　仁之（赤 佐 古 町）
迎　　宏　（水 計 町）
森　　リツ子（竹 松 町）
小松恒次郎（長 崎 市）

池邊翠邸（久原1丁目）

富の原地区のイチョウ並木通り

【小さな建物部門】 【まちなみ部門】

（敬称略・順不同）

秋季全国火災予防運動 産業廃棄物
市民相談窓口を設置11月9日（木）～15日（水）

■問い合わせ　大村消防署　☎○52 4138　安全対策課　（内線217） ■問い合わせ　環境保全課　（内線142）

　火災が発生しやすい時期です。火災を起こさないためには日ごろの心
がけ、備えが必要です。一人ひとりが「火の用心」に心がけましょう。

　産業廃棄物市民相
談窓口を環境保全課
に設置しました。
　お気軽にご相談くだ
さい。

　11月9日（木）午前8時に消防演習招集のため、サイレンを30秒間鳴らします。
　また、火災予防運動期間中、午後8時は「消防の時間」と決め、30秒間サ
イレンを鳴らします。

（統一標語）『消さないで  あなたの心の  注意の火』
◆サイレンを鳴らします

　火災予防運動期間中には、大村消防署員と市消防団の女性団員が一緒
に、一人暮らしの高齢者宅を訪問し、防火診断や住宅用火災警報器などの
設置促進を行い、火災防止に努めます。

◆高齢者宅を訪問します

お
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ん
の
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り
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た
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し
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す
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いけべ みどり
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飲酒運転を根絶しましょう

10月から、市内のタクシーは
「禁煙車」と「禁煙協力車」になりました

11月13日（月）～19日（日）は全国一斉
「女性の人権ホットライン」強化週間

一日婦人議会

行政らしんばん行政らしんばん行政らしんばん
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

▼
人
傷
事
故
４
４
３
件（
＋18
）
　

▼
死
者
０
人（
ー2
）
　

▼
負
傷
者
５
６
２
人（
＋26
）
　

▼
物
損
事
故
１
，２
４
７
件（
＋6
）
　
　

９
月
末
現
在
　

※

（
　

）内
は
前
年
同
期
比

　飲酒運転は犯罪です。飲酒運転による痛ましい事故が
後を絶ちません。
　・ 飲んだら乗らない、乗るなら飲まない。
　・ 運転する人には酒を出さない。
　を心掛け、飲酒運転を根絶しましょう。

　大村市タクシー協会では、タクシー
の15台（10％）を完全「禁煙車」、残
り125台（90％）はお客さまの自主的
な禁煙の協力を求める「禁煙協力
車」として運行しています。
　協会単位の導入は県内初となり
ます。皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

　市内の婦人団体が市政について討議する「一日婦人
議会」を開催します。環境・福祉・教育など、女性の視点か
ら見た問題を一日婦人議員が質問します。
　自由に見学できますので、お出かけください。

　女性の人権擁護委員などが、職場における男女差別や
セクシュアル・ハラスメント、ストーカーなどの、女性に対するあ
らゆる人権侵害についての電話相談に年間を通して応じ
ています。
　秘密は固くお守りします。お気軽にご相談ください。

※11月13日（月）～19日（日）は、強化週間として、
　午前8時30分～午後7時30分まで受け付けます。

と　き　　11月24日（金）

　　　  　午前9時～正午

ところ　　市コミセン

「女性の人権ホットライン」
　　　☎０５７０－０７０－８１０
　　　月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分

■問い合わせ　安全対策課　（内線214）

■問い合わせ　
　　市コミセン　☎○54 3161

■問い合わせ　長崎地方法務局諫早支局　☎○22  0475

　相談者は、信販会社から契約書の写しを取り寄せた。また、医師の診断結果から、契約
者は、契約時、判断能力が著しく低下していたと考えられることから、契約の無効を業者
に書面で通知するように助言した。

県消費生活センターや、市民生活相談室に寄せられた相談事例をご紹介します。市民の皆さん、お気を付けください。

　一人暮らしの姉は認知症の症状が出ている
が、1年半前から高額な健康食品や足裏ばんそう
こうなどを、次々に買わされていることがわかっ
た。商品も契約書も見当たらないが、通帳から毎
月4件分で5万円が引き落とされている（契約金
額180万円）。最近、一人暮らしも不可能な状態
で、要介護2と判定された。契約したことも覚えて
いないし、人とも話せない。契約解除して返金して
ほしい。（70歳代　女性）

　4件の契約（3社と締結）のうち、2社の3契約はあっせんに応じ、無条件で残りの商品を
引き取り、返金に応じた。また、1社の1件は、羽毛布団の購入契約であったが、既払い金
12万円を放棄して、契約を解除して、羽毛布団はそのまま使用することになった。その結
果、契約金額180万円のうち、168万円が返金された。

市民生活相談室（内線194）・県消費生活センター（　095-824-0999）

臨時・パート保育士の登録者受付中

　市立保育所の臨時・パート職員として働ける保育士の
登録者を随時募集しています。

申込資格　　市内在住で保育士の資格を有する人

申込方法　　市販の履歴書に写真添付のうえ、
　　　　　　保育士証の写しを添えて、
　　　　　　お申し込みください。

■申し込み・問い合わせ　
　　　児童家庭課　（内線171）

市民交通傷害保険加入者募集中

※1人2口まで

◎掛け金　
　　11月加入  1口 220円
　　12月加入  1口 180円

■問い合わせ　安全対策課　（内線214）

随時加入受付中！

※禁煙車マーク



９/21～30

　「反射材 あなたの命の 守り札」をスローガンに秋の全国交通安全運
動が9月21日～30日まで市内全域で展開されました。今年の重点目標
は「高齢者の交通事故防止」「夕暮れ時と夜間の交通事故防止」「後部
座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底」で、さらに
後を絶たない「飲酒運転の撲滅」を加えてさまざまなキャンペーンを行い
ました。
　9月25日は、夕暮れ時の早め点灯を呼びかけるキャンペーンを、27日
は西三城町の市道で、交通安全母の会の手作りのお守りとチラシ350
組を通行する車のドライバーに配り、交通安全の啓発活動を実施しまし
た。また29日には、市内の自動車教習所のコースを使い、高齢者安全運
転講習会が開かれました。同講習会には27人が参加、ブレーキテストや
法規運転講習、さらに飲酒状態と同じような視覚症状が体験できる特殊
なゴーグルを着用して歩行し、飲酒運転の怖さを実感しました。
　多彩な催しで交通安全を呼びかけた種々のイベントは警察・市および
大村市交通安全協会（坂口亨会長）の協力により開催されました。
　期間中の市内の交通事故発生件数は、７件（対前年比＋２件）でし
た。（長崎県122件《対前年比＋11件》）

交通事故撲滅を願い多彩な活動を展開
ー秋の全国交通安全運動ー

9/17　台風13号が襲来
　長崎県を直撃した台風13号は、大村市にも大きな被害を及ぼしました。強い台風１３号は九州全域を風速25メートル以上の
暴風域に巻き込み、17日（日）午後6時すぎに佐世保市付近に上陸、その後日本海に抜けました。
　市内では、降雨量は少なかったものの最大瞬間風速4７．４m(17日午後6時：市役所風速計)を記録しました。
　市ではあらかじめ災害警戒本部を設置、全域で消防団が出動し警戒にあたっていましたが、台風13号が大村市の西側を北上
したため、重軽傷者12人をはじめ、建物の倒壊や看板、かわらなどが飛ばされるなどの被害や農林水産物に大きな打撃を与えました。
さらに、停電も市内全域で発生し、ピーク時には68.2%（九州電力大村営業所管内）の世帯が停電しました。
　市では、災害総合相談窓口を設置し、被災された皆さんの相談に応じるとともに、清掃センターに臨時の災害ごみの受け入れ
所を設置し、建築資材などの被災ごみの受け入れを行いました。
　被災された市民の皆さんに、心からお見舞い申し上げます。

壁
が
崩
壊
し
た
体
育
館

　

（
放
虎
原
小
）

△次々に持ち込まれる被災ごみ

被害の状況

区　分 被害金額

▽

△強風でなぎ倒された山林

　　　　
農林水産業 2億4，847万円

商工業 1億8，304万円

公共施設 3,499万円

内　　容
農・林・水産物被害、
農林道の崩壊など
施設の損壊、停電に
よる商品損害など
公園施設損壊、市営
住宅の破損など

教育施設 6,043万円学校・文化施設・スポー
ツ施設の損壊など

合　　計 5億2,693万円

※10月3日現在で、一般住宅の被害は含まれていません。

折れ曲がりビニールが吹き飛んだビニールハウス

–8–
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　9月18日の「敬老の日」にちなみ、
市内各所で敬老会が開かれました。
9月17日は、台風接近が予想され
ましたが、松原地区では 165人の
お年寄りが元気に参加。子どもか
ら大人まで歌や踊りなどを披露し
て、みんなで長寿をお祝いしまし
た。

ご長寿を祝って
− 市内各所で敬老会開催 −

9 ／ 17

　大村市中央商店街に活気を取り戻そ
うと、「秋の大村賑

にぎ

わいまちづくりフェ
スタ」が２日間にわたり開催されまし
た。期間中は、骨とう市やお宝鑑定会
などが行われ、骨とう好きのお客さん
が集結。秘蔵のお宝を鑑定してもらっ
たり、アーケード内に並べられた骨と
う品を興味深げに手に取ったりしてい
ました。また、市内外の障害者福祉施設
の手作り作品の展示即売も行われ、訪
れたお客さんの目を引いていました。

我家のお宝おいくら？
−秋の大村賑わいまちづくりフェスタ−

9 ／ 23・24

いろんなカベを越えて
−ふれあいのつどい 2006 −

9 ／ 21

　障害のある人や、学生、市民の皆さん、
外国からの留学生などが参加して、「ふ
れあいのつどい」が開かれました。これ
は、障害や世代、言葉や国境などあらゆ
る壁を越えた交流を行うことで、健やか
な精神をはぐくみ、障害のある人への正
しい理解を深めることを目的としたもの
です。この日はシーハットおおむらに約
800人が参加。一緒に歌や踊り、レクリ
エーションなどを楽しみ、いろいろな壁
を越えて、会場は一つになっていました。

家族みんなでハッスル！
− スポーツフェスタ ｉｎ大村 −

　水上や陸上のいろいろなスポーツを体験できる「ス
ポーツフェスタ in 大村」が大村競艇場で開催されま
した。いつもは真剣なレースが行われている水面が、

ペーロンやペアボートな
どの体験の場に早変わり。
陸上では、サッカーやゲー
トボールなどおなじみの
スポーツから、ダブルダッ
チ（２本のロープを使っ
たなわとび）やフライン
グディスクなど珍しいス
ポーツまで、コーナーが盛
りだくさん。また、熱気球
の体験搭乗もあり、訪れた
家族連れなどで大村競艇
場はスポーツを通じて１
日中にぎわっていました。

10 ／ 1

 CAMERA  SPOT 

遠くて近い国から訪問
−駐日ポルトガル大使表敬訪問−

10 ／ 11

　ポルトガル共和国「シントラ市」と大村市が姉
妹都市提携を締結していることが縁で、長崎県を
訪れていたジョアオン・ペドロ・ザナッティ駐日
ポルトガル大使ご夫妻が大村市を訪問しました。
　市長を表敬訪問した同大使は、その後野岳湖公
園のロザ・モタ広場を訪れ、祖国の選手が大村市
民から親しまれていることに驚き、両国の関係が
昔から現在まで深くつながっていることを、喜ば
れていました。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

国
道
34
号
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

「
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」っ
て
な
あ
に
!?
　

　

国
土
交
通
省
・
九
州
地
方
整
備
局

で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え「
５

年
で
見
え
る
道
づ
く
り
」の
考
え
方
に

基
づ
き
、
着
実
に
重
点
的
に
整
備
す
べ

き
事
業
を「
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
選
定
し
、
皆
さ
ん
が
望
む
道

づ
く
り
を
無
駄
な
く
、
で
き
る
だ
け
早

く
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

市
内
で
は
、
国
道
34
号
拡
幅
事
業

が「
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
選

定
さ
れ
、
文
字
通
り
着
々
と
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
７
月
に
は
、
新
た
に
国
立
長

崎
医
療
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
か
ら
与

崎
交
差
点
ま
で
の
約
０.9
㎞
間
が
、
平
成

２２
年
度
の
供
用
を
め
ざ
す
新「
ち
ゃ
く

ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
３４
号
の

整
備
状
況
は
？

   

大
村
高
校
前
か
ら
市

役
所
前
ま
で
の
約
０.５
㎞
間

は
、
す
で
に
工
事
が
完
了

し
、
４
車
線
供
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
間
を
除
く
水
主
町

交
差
点
か
ら
国
立
長
崎

医
療
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
ま
で
の
約

1.8
㎞
間
は
、
平
成
２０
年
度
の
供
用
を

目
標
に
、
現
在
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
工
事
は
、
琴
之
浦
橋
の

建
設
工
事
、
久
原
跨
線
橋（
J
R
大
村

線
と
の
立
体
交
差
部
）の
建
設
工
事
や

大
村
高
校
前
か
ら
久
原
跨
線
橋
ま
で

の
間
の
拡
幅
工
事
な
ど
で
す
。

　

平
成
１９
年
度
以
降
は
、
水
主
町
交

差
点
か
ら
市
役
所
前
ま
で
の
間
で
、
主

に
現
在
通
行
し
て
い
る
部
分
の
改
良
工

事
や
引
き
続
き
琴
之
浦
橋
の
建
設
工

事
を
行
い
、
大
村
高
校
前
か
ら
久
原
跨

線
橋
間
の
、
現
在
通
行
し
て
い
る
部
分

の
改
良
工
事
や
跨
線
橋
の
建
設
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

電
線
類
の
地
中
化
も
進
行
中
!!

   

国
道
３４
号
拡
幅
に
併
せ
、「
道
路
景

観
の
向
上
」や「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
」、

「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
化
」を
目
的
に
、

水
主
町
交
差
点
か
ら
市
役
所
前
ま
で

の
約
1.0
㎞
間
で
、
電
線
類
の
地
中
化
を

平
成
２０
年
度
の
完
成
を
目
指
し
進
め

て
い
ま
す
。

　

大村駅

大村小学校

国道34号

杭出津
松原線

JR大村線

県道大村貝津線

国
道
34
号

大村高校

城南高校

久原跨線橋

与崎交差点

大
村
公
園
前
交
差
点

国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点

大
村
駅
入
口
交
差
点

西
本
町
交
差
点

水
主
町
交
差
点

杭
出
津
交
差
点

玖
島
中
学
校

大
村
公
園

琴
之
浦
橋

一般国道34号大村拡幅 Ｌ＝3.7Km

玖島地区電線共同溝　Ｌ＝2.0Km

平成20年度４車線供用区間
　　　  L=1.8Km

平成20年度無電柱化完了区間
L=1.0Km

平成22年度４車線供用区間
　　　  L=0.9Km

国立長崎
医療センター

大
村
市
役
所

大
上
戸
川

内
田
川

鈴
田
川

■問い合わせ　
　国土交通省九州地方整備局　
　長崎河川国道事務所 調査第二課　
　☎095（839）9211

　国道34号等大村市内幹線道路整備
　促進期成会事務局
　（都市計画課内・内線433）　

こ

文 文 文

文

琴之浦橋の建設工事現場琴之浦橋の建設工事現場

大村高校前～市役所付近大村高校前～市役所付近

大村高校前～久原跨線橋の予定地大村高校前～久原跨線橋の予定地
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駕籠立場の跡（鈴田・中里町）

　

街
道
は
、
い
よ
い
よ
舗
装
さ
れ
た

道
路
か
ら
山
道
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

鎌
坂
と
呼
ば
れ
る
急
な
坂
を
登
る

と
、
街
道
は
、
林
の
中
の
平
坦
な
道

に
入
り
ま
す
。街
道
が
使
わ
れ
た
江

戸
時
代
当
時
は
、
こ
の
よ
う
に
木
が

大
き
く
茂
っ
て
お
ら
ず
、
も
っ
と
見
晴
ら
し
が
良

か
っ
た
よ
う
で
、
藩
の
記
録
で
は
、
こ
の
坂
の
上
か
ら

玖
島
城
や
放
虎
原
、
萱
瀬
、
そ
し
て
遠
く
は
雲
仙
岳
ま
で
見
渡
せ
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
帯
は
、
江
戸
時
代
の
街
道
の
よ
う
す
を
良
く
残
し
て
い
る
場

所
と
し
て
、
平
成
８
年
に
文
化
庁
に
よ
っ
て「
歴
史
の
道
百
選
」に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。今
で
は
土
や
落
ち
葉
で
覆
わ
れ
て
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
所
々
、
道
に
敷
か
れ
た
石
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
お
り
、
当

時
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

坂
を
登
り
切
っ
て
、
林
の
中
を
進
み
、
林
道
と
合
流
し
て
し
ば
ら
く

行
く
と
、
道
の
左
手
に
石
垣
で
囲

ま
れ
た
出
っ
張
り
が
あ
り
ま
す
。

大
名
な
ど
が
腰
を
下
ろ
し
て
休
憩

し
た
駕
籠
立
場
の
跡
で
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
、
峠
で
最
も
標

高
が
高
い
場
所
で
、
峠
を
登
っ
て

き
た
大
名
行
列
な
ど
の
一
行
が
、

当
時
こ
こ
で
駕
籠
を
下
ろ
し
て
休

憩
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。長
崎
街

道
で
、
当
時
の
遺
構
が
残
っ
て
い

る
貴
重
な
場
所
で
す
。

「入れ歯」の話
　

「
病
気
に
な
っ
て一
番
困
っ
た
こ
と
、
そ

れ
は
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
り
う
ま
く

話
せ
な
く
な
っ
た
り
、
食
事
が
満
足
に

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
。そ
し
て
口
か
ら

物
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く
大

切
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
痛
感
し
た
」

と
・・・
。昔
々
学
生
時
代
の
こ
ろ
、
母
の

友
人
が
末
期
の
が
ん
で
入
院
さ
れ
、
お

見
舞
い
に
行
っ
た
時
、
私
が
歯
学
部
の

学
生
と
知
っ
て
彼
女
が
話
さ
れ
た
の
で

し
た
。今
で
こ
そ
訪
問
歯
科
診
療
シ
ス
テ

ム
が
施
行
さ
れ
、
自
宅
療
養
の
人
や
入

院
中
の
人
も
、
気
軽
に
自
宅
や
入
院
先

の
病
院
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。な
ぜ
入
れ
歯
が
そ
れ
ほ
ど
大

切
な
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
口
か
ら
食
べ

て
歯
で
か
む
こ
と
に
よ
り
、
大
脳
皮
質

が
広
範
囲
に
渡
り
活
性
化
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
寝
た
き
り
の
人
が
起
き

上
が
っ
て
歩
い
た
、
認
知
症
が
改
善
し
た
、

と
い
う
報
告
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

人
の
顔
が
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
よ
う
に

入
れ
歯
も
千
差
万
別
で
、
種
類
と
し
て

は
総
入
れ
歯（
総
義
歯
）と
部
分
入
れ

歯（
局
部
義
歯
）と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

総
入
れ
歯
は
歯
と
歯
茎
の
部
分
か
ら
で

き
て
お
り
、
部
分
入
れ
歯
は
喪
失
し
た

歯
の
本
数
・
位
置
に
よ
り
多
種
多
様
で
、

残
っ
て
い
る
歯
を
利
用
し
、
入
れ
歯
の

維
持
を
良
く
す
る
た
め
に
金
属
製
の
バ

ネ
や
人
工
歯
間
に
バ
ー
が
付
い
て
い
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　

と
こ
ろ
で
、「
入
れ
歯
は
自
分
の
歯

じ
ゃ
な
い
か
ら
手
入
れ
し
な
く
て
も
い

い
」と
考
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

時
々
、
歯
垢
だ
け
で
な
く
歯
石
ま
で
付

着
し
た
入
れ
歯
を
装
着
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
を
見
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

汚
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
、
口
の
中
に

常
在
す
る
細
菌
の
巣
と
な
り
、
口
臭
や

口
内
炎
、
ひ
い
て
は
高
齢
者
が
注
意
す

べ
き
肺
炎
な
ど
の
原
因
と
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。そ
こ
で
、
少
な
く
と
も
１
日
１

回（
で
き
れ
ば
３
回
・
毎
食
後
）は
必
ず

て
い
ね
い
に
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。特
に
歯

と
歯
の
間
の
く
ぼ
み
や
、
金
属
と
歯
茎

に
相
当
す
る
ピ
ン
ク
色
の
部
分
の
接
合

部
に
汚
れ
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　　

義
歯
は
永
久
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。人
工
歯
な
の
で
、
す
り
減
り
、
か

み
合
わ
せ
が
低
く
な
っ
た
り
、
老
化
に

よ
る
唾
液
の
分
泌
減
少
、
歯
肉
の
退
縮
、

骨
の
吸
収
な
ど
と
、
周
囲
の
環
境
も
随

時
変
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
検
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　　

現
在
、
義
歯
を
装
着
さ
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
近
い
将
来
そ
う
な
る
か
も

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
と
も
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
の
！
楽
し
い
会
話
を
す
る
た
め

の
！
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
し
、
毎
日

の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を

謳
歌
い
た
し
ま
し
ょ
う
！

今道歯科医院
今道　朱美先生

だ
え
き

お
う
か

鎌
坂
と
駕
籠
立
場
　

か
　

ご

 

た
て
ば
　

シ
リ
ー
ズ
⑳
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と
き　
11
月
22
日

（水）
、
午
後
2
時
〜
4
時

と
こ
ろ　
市
民
会
館

対
象　
事
業
所
、
営
業
所
、
官
公
庁
な

ど
の
担
当
者

※
事
前
に
送
付
す
る
説
明
会
資
料
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

　
　

　

平
成
18
年
分
の
保
険
料
控
除
額
証

明
を
10
月
末
に
発
送
し
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
に
お
使
い
く
だ
さ

い
。
な
お
確
定
申
告
に
は
、
控
除
証
明

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、国
保
に
申
請
す
る
と
、

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
支
払
い

　

10
月
１
日
か
ら
、
長
崎
県
の
最
低
賃

金
は
時
間
額
６
１
１
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
か
ら
３
円
引
き
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
お
よ

び
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
に
つ

い
て
、
建
設
事
業
主
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

雇
用
改
善
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、「
よ
り
よ
い
現し

ょ
く
ば場
で
働
き
た
い
！
」

　
　

保
険
年
金
課
（
内
線
１
１
２
）

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
は

お
済
み
で
す
か

完
了
日
の
翌
日
か
ら
２
年
で
時
効
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
世
帯
主
の
印
か
ん
、

領
収
書
ま
た
は
医
療
機
関
発
行
の
領

収
証
明
書
、
預
金
通
帳
（
郵
便
局
の

通
帳
を
除
く
）

販
売
開
始　
11
月
上
旬

形
状　
8.5
㎝
×
16
㎝

表
紙
の
色　
グ
レ
ー

価
格　
５
０
０
円

販
売
窓
口　
企
画
調
整
課

※
長
崎
県
が
分
か
る
資
料
編（
別
冊
）
付
き

　　

11
月
15
日
〜
平
成
19
年
３
月
15
日
ま

で
、
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
法
令
で
定

め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
規
制
区

域
、
人
家
の
あ
る
場
所
、
公
道
、
公
園
な

ど
を
除
く
山
野
、
海
岸
な
ど
で
狩
猟
が
行

わ
れ
ま
す
。
山
歩
き
や
遠
足
の
際
は
、
目

的
地
と
行
程
が
狩
猟
の
行
わ
れ
る
場
所
で

は
な
い
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
○25 

１
６
６
６
）

国
民
年
金
保
険
料
控
除
額
証
明

を
発
行
し
ま
す

　

諫
早
税
務
署
（
☎
○22 

１
３
５
８
）

年
末
調
整
説
明
会

　
　

企
画
調
整
課
（
内
線
２
２
３
）

平
成
19
年
版

　

県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

農
業
水
産
課
（
内
線
２
５
５
）

県
自
然
保
護
課

（
☎
０
９
５
ー
８
２
６
ー
６
７
１
５
）

11
月
15
日
か
ら

狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す

　平成 19、20 年度に市が発注する①建設工事②コンサ
ルタント③物品など（業務委託を含む）について、競
争入札および見積に参加を希望する事業所や個人は申
請してください。

要領などの配布

申請受付期間

配布・申請場所

11月1日（水）〜平成19年1月31日（水）

12月1日（金）〜平成19年1月31日（水）

契約管財課

※提出要領、申請様式は市のホームページ（http://www.city.
　omura.nagasaki.jp）からもダウンロードできます。

　■問い合わせ　契約管財課（内線 230）

　　　　　　平成 19・20年度
入札参加資格審査申請を受け付けます

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
種
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
県
建
設
雇
用
改
善
推
進
大
会

と
き　
11
月
29
日

（水）
、
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
長
崎
（
長

崎
市
茂
里
町
）

と
き　
11
月
11
日

（土）
、
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
県
果
樹
試
験
場（
鬼
橋
町
）

内
容　
く
だ
も
の
ク
イ
ズ
、
収
穫
体

験
、
栽
培
相
談
、
作
業
機
械
の
展
示
・

実
演
、
研
究
成
果
の
展
示

　
　

商
工
観
光
課
（
内
線
２
４
１
）

長
崎
県
の
最
低
賃
金

県
果
樹
試
験
場
（
☎
○55 

８
７
４
０
）

県
果
樹
試
験
場
一
般
公
開

　
　

商
工
観
光
課
（
内
線
２
４
１
）

11
月
は

建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
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と
き　
11
月
４
日

（土）
、
午
後
１
時
〜

２
時

と
こ
ろ　
市
立
病
院

内
容　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
対
策
〜
食
生
活
編
〜
」

講
師　
中
ノ
瀬
順
子 

管
理
栄
養
士

※
直
接
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
も
行
い
ま
す
。

　

市
内
小
中
学
校
の
特
殊
学
級
と
県
立

虹
の
原
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る

運
動
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

と
き　
11
月
８
日

（水）
、
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

と
こ
ろ　
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

と
き　
11
月
１
日

（水）
、
午
前
11
時
開
演

と
こ
ろ　
市
民
会
館

対
象　
４
〜
６
歳
児
親
子

入
場
料　
親
子
券　

９
８
０
円

※
入
場
券
は
、
各
市
立
幼
稚
園
に
あ

り
ま
す
。

　
　

市
立
病
院
（
☎
○52 

２
１
６
１
）

ふ
れ
あ
い
健
康
講
座

　
　

学
校
教
育
課
（
内
線
３
６
４
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
運
動
会

大
村
市
立
幼
稚
園
部
会

（
放
虎
原
幼
稚
園 

☎
○52 

３
５
６
４
）

観
劇
会

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」

会場

国
道
34
号

広
域
農
道

松
原
駅

北
部
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー

長
崎
自
動
車
道

野岳湖

大村純忠史跡公園
国道444号

至萱瀬ダム

至東彼杵町

郡　川
竹内モータースさん

赤似田
ため池

案内標識

案内標識

案内標識

駐車場

第5回 牧場まつり牧場まつり
11 23（祝）

11
11（土）

午前10時～午後2時

高良谷牧場（宮代町）

牧場まつり牧場まつり

■問い合わせ　牧場まつり実行委員会事務局
                     （農業水産課内・内線253）

■問い合わせ　視聴覚ライブラリー　☎○54 3161

■問い合わせ　文化振興課（内線369）
初期洋風画「泰西王侯騎馬図」

ふれあい体験

おおむら産の食材

●牛の乳しぼり体験　
●小動物とのふれあい
　など

●牛肉の試食　●牛肉豚肉の即売
●鶏卵の即売　●産直野菜の即売　など

※数量に限りがあります。お早めにお越しください。

「消費者と畜産農家のふれあいによる食の安全・安心」を
テーマに開催します。ご家族おそろいでお出かけください。

こう　ら　だに

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

 

親
子
映
画
会◇ふしぎの国のアリス（30分）

◇ドナルドダックとゆかいなペンギン（11分）
◇忍たま乱太郎のがんばるしかないさ
　～よいと思うことをおこなう（10分）

◇母をたずねて三千里（30分）
◇金太郎 心のちからもち（15分）
◇忍たま乱太郎のがんばるしかないさ
　～きまりを守って協力しあう（10分）

市コミセン 　　10：00～11：00
西大村コミセン 14：00～15：00

中地区公民館   11：00～12：00

上映作品（アニメ）

上映作品（アニメ）

　県歴史文化博物館で行われて
いる特別展「天正少年使節と天草
四郎」に連動して、「南蛮美術展」
を開催中です。
　少年使節の時代に作られた南蛮
漆器や初期洋風画、フロイス著「日
本史」（複写版）など貴重な歴史資
料を展示しています。ぜひご覧くださ
い。

期 間　11月30日（木）まで
ところ　市立史料館南蛮美術展
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と
こ
ろ　
情
報
交
流
プ
ラ
ザ

定
員　
各
講
座
20
人
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）

市
営
住
宅
入
居
者

大
村
都
市
開
発
（
☎
○54  

４
１
５
１
）

Ｉ
Ｔ
講
習
会
受
講
生

情
報
交
流
プ
ラ
ザ
（
☎
○50  

０
０
９
５
）

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
、ま
た
は
E

メ
ー
ル
に
希
望
講
座
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
「
〒
８
５
６
｜
０
０
２
２

雄
ヶ
原
町
１
２
９
８
｜
２
９　

大

村
市
情
報
交
流
プ
ラ
ザ
」

　

plaza@
octp-net.ne.jp

講座
番号 内　容 対　象 と　き 受講料 申込期限

19

クリスマスカード
製作

ワードの基本操
作ができる人

11月18日（土）

200円

11月 4 日（土）

20 11月25日（土） 11月11日（土）

21 年賀状製作 11月28日〜12月7日
毎週火・木曜日 500円 11月14日（火）

22 画像編集入門
パソコンの基本
操作ができる人

12月2日（土）・9日（土） 100円 11月18日（土）

23 エクセル入門 12月12日〜21日
毎週火・木曜日 500円 11月28日（火）

24 カレンダー製作 エクセルの基本
操作ができる人 12月16日（土） 100円 12月2日（土）

※時間はいずれも午後１時30分〜４時30分

申
込
期
限　
11
月
10
日

（金）

入
居
日　
12
月
１
日

（金）

抽
選
日
お
よ
び
場
所　
11
月
21
日

（火）
、
午

前
10
時　

市
民
会
館

※
空
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住

宅
課(

内
線
４
４
１
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
犬
（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、

猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
類
は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

内
容　
中
学
校
で
生
徒
の
相
談
相

手
を
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人

採
用
方
法  

面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

勤
務
校　
萱
瀬
・
大
村
中
学
校

勤
務
形
態　
１
日
４
時
間
程
度
、

原
則
と
し
て
週
２
日

謝
金　
１
，
０
０
０
円（
１
日
）

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

と
き　
11
月
８
日

（水）
、
午
後
７
時
〜
９
時

※
午
後
６
時
30
分
受
付
開
始

と
こ
ろ　
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

内
容　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
キ
ン
ボ
ー
ル

（
直
径
１
ｍ
22
㎝
の
巨
大
ボ
ー
ル
を
使
う

ゲ
ー
ム
）

参
加
料　
１
０
０
円（
保
険
料
）

心
の
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　

学
校
教
育
課
（
内
線
３
６
４
）

短
期
集
中

　

や
さ
し
い
環
境
講
座

　
　

環
境
保
全
課
（
内
線
１
４
４
）

市
民
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
内
線
３
６
７
）

持
っ
て
く
る
も
の　
体
操
の
で
き
る

服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

定
員　
40
人

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

と
き　
11
月
29
日

（水）
〜
12
月
１
日

（金）
、

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
５
時

内
容　
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
普
段

入
る
こ
と
の
な
い
施
設
の
見
学
や
、
わ

か
り
や
す
い
講
義
を
通
し
て
、
楽
し
み

な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

定
員　
30
人（
先
着
順
）

応
募
資
格　
３
日
間
と
も
参
加
で

き
る
人

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
17
日

（金）

キンボール
浄水管理センターの施設見学
のようす（昨年）
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春
夏
秋
冬
と
季
節
ご
と
の
市
内
の

森
林
な
ど
を
見
学
す
る
「
お
お
む
ら

の
木
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
」。
今
回
は

い
よ
い
よ
最
後
の
「
冬
」
の
ツ
ア
ー

で
す
。
時
期
が
合
え
ば
、
諏
訪
の
森

の
紅
葉
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

コ
ー
ス　
大
名
ス
ギ
→
絆
の
森
→

諏
訪
の
森
→
森
林
組
合
の
作
業
→

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど

と
き　
12
月
２
日

（土）
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
予
定（
小
雨
決
行
）

集
合　
市
役
所
玄
関
前　

参
加
資
格　
市
内
在
住
で
小
学
生
以

上
の
人（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

弁
当
、
飲
み

物
、
雨
具
、
山
歩
き
に
適
し
た
服
装

（
白
っ
ぽ
い
も
の
）

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
20
日

（月）

対
象　
市
内
在
住
、
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
35
歳
未
満
の
人（
高
校
生
を
除
く
）

申
込
方
法　
希
望
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
連
絡
先（
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記
入
の
う
え
、
は

が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
無
料（
教
材
費
は
別
途
有
料
）

申
込
先　
「
〒
８
５
６
｜
８
６
８
６
（
住

所
不
要
）
商
工
観
光
課
就
業
支
援
講
座
」

　

syoukan@
city.om

ura.lg.jp

申
込
期
限　
11
月
17
日

（金）

市
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業

第
４
回
冬
お
お
む
ら
の
木

ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

　
　

農
林
整
備
課
（
内
線
２
５
４
）

就
業
支
援
講
座
受
講
生

　
　

商
工
観
光
課
（
内
線
２
４
１)

　
　
　
　
　
　
　
　

○54 

９
５
６
７

講座名 回数 と　　き ところ

簿記〜入門編〜

12 回
11 月下旬〜平成 19 年 3 月

午後 7 時〜 9 時

毎週月曜日 労働会館

パソコン
〜エクセル裏ワザ便利活用〜

毎週月曜日 アルカディア大村

よく身につく

実践英会話 毎週火曜日
労働会館

気持ちが伝わる

書道・ペン習字 毎週水曜日

と　き   12月2日 ( 土 )　 13:00 〜 15:30
ところ　市コミセン
内　容　第1部　ワークショップ 　13:00 〜 14:00
　　　　　『カレー作りゲームに挑戦しよう !! 』 
　　　　第2部 　講演会　　　　　14:15 〜 15:30
　　　　　演題 『子どもたちの生きる力と金融教育』 
　　　　　講師 あんびる えつこ氏（子どものお金教育を考える会代表）

　　　　　　　※児童対象の「キッズふれあいレクリエーション」を開催します。

金融広報講演会

　　「親子一緒に！お金の教室」
〜子どもに伝えておきたいお金についての基礎知識〜

対象・定員　
　第1部  小学3 〜 6年生までの児童と親25組 （50人）
　第2部  150人（どなたでも参加できます）
　　　　　　　　※いずれも応募者多数の場合は抽選
申込方法　はがき、またはファクスに参加を希望する
　部・住所・氏名（親子の場合は両方）・年齢・学校・学年・
　電話番号を記入のうえ、11月17日（金）までにお申し
　込みください。
　※小学2年生以下の子どもの託児を希望する人は
　　「一時保育希望」・氏名・年齢をご記入ください。
　※講師への質問がある場合もご記入ください。

申し込み・問い合わせ   〒856-0836 幸町25-33 
　　　　　　　　　　市コミセン ☎○54 3161 　○54 3162

と　　き 内容
11 月 21 日（火） 9：30 〜

12：30
再就職準備などのための
基礎・情報講座        22 日（水）

        29 日（水）

10：00 〜
12：00

パソコン入門講座
12 月   1 日（金）

          4 日（月）

          6 日（水）

対象　育児・介護などにより仕事をやめた人で、再就
　　　職に向けて意欲や関心がある人
定員　20人（応募者多数の場合は抽選）
条件　①全講座に出席できる人
　　　②パソコンの文字入力ができる人
申込方法　往復はがきに「女性の再就職準備講座」・住
　　　所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、11月
　　　13日（月）までにお申し込みください。
　　　※１歳〜就学前の幼児の託児を希望する人は「託児
　　　　希望」・性別・年齢をご記入ください。

開催場所・申し込み・問い合わせ
　　　〒856-0825  西三城町8  大村市総合福祉センター 3階
　　　　　　　　　男女共同参画推進センター　☎○54  8715

男女共同参画主催講座

　　　女性の再就職準備講座

　　　



–16–

と　き
ところ
コース

競技種目

健康マラソン男子（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳以上）…   5 km
健康マラソン女子（39歳以下・40歳代・50歳以上）…………… 3 km
※健康マラソンには、高校生は出場できません。

※小学生は、各学校単位で学年別・男女別にお申し込みください。
※中学生は、各学年単位で男女別にお申し込みください。
※申込用紙はスポーツ振興課、各出張所で配布します。
　（電話・はがきによる申し込みは受け付けません。）

12月10日 （日） 午前8時50分
海上自衛隊グラウンド
海上自衛隊内道路および周辺道路

申込期間 11月1日（水）～14日（火）

■申し込み・問い合わせ　スポーツ振興課（内線367）

参加資格

申 込 料

長距離走に耐える体力がある人（市内外を問いません）
ただし、児童生徒の参加は保護者の承諾書が必要です。
小学生………… 700円　中学生……………　800円
高校・一般……1,500円   親子レース（1組）…2,200円
※傷害保険料・ナンバーカード料を含みます。

小学生親子レース（低・中・高）…
小学１年～３年男女………
小学４年～６年男女………
中学生男女…………………

1.5 km
1.5 km
2 km
3 km

高校・一般男子……
高校・一般男子……
高校・一般女子……

10 km
5 km
3 km

おおむらロードレース記念大会第30回第30回
ロザ・モタ杯市制施行65周年記念事業

宮原選手・大南選手といっしょに走ろう！

宮原美佐子選手 大南敬美選手
たかみ

平成 19 年度市立幼稚園児募集
対　　象　平成13年4月2日から平成15年4月1日まで
　　　　　に生まれた幼児
募集期間　11月27日（月）〜12月1日（金）

申込方法　各幼稚園または教育委員会にある入園願に必要事
項を記入のうえ、希望する幼稚園に直接お申し込みください。
入園の決定方法　入園希望者が各園の募集人員を超えた
場合は、抽選のうえ決定します。
■問い合わせ　教育総務課（内線363）

幼稚園名 4歳児 5歳児 電話番号
三 浦 5 18 ○53 1550
鈴 田 5 14 ○53 1551
大 村 30 40 ○52 2549
西 大 村 30 40 ○52 4502
竹 松 30 40 ○55 8301
福 重 5 13 ○55 8741
松 原 5 18 ○55 8721
放 虎 原 14 42 ○52 3564

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
豊
富
な
経
験
・
知
識
・
技

能
を
生
か
し
、
次
の
よ
う
な
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

※シルバー人材センターは、県知事の認可を受けた社団
　法人で、収益を目的としない公共的・公益的団体です。

■
問
い
合
わ
せ　
大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
○52 

５
２
２
５

○
技
術
分
野　
　
　

自
動
車
運
転

○
技
能
分
野　
　
　

大
工
・
左
官
仕
事
、
植
木
せ
ん
定

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え

○
事
務
分
野　
　
　

毛
筆
筆
耕
、
宛
名
・
賞
状
書
き

○
管
理
分
野　
　
　

施
設
管
理
、
駐
車（
駐
輪
）
場
管
理

○
折
衝
外
交
分
野　
広
報
紙
な
ど
の
配
布

○
軽
作
業
分
野　
　

清
掃
作
業
、
樹
木
消
毒
、
室
内
清
掃

　
　
　
　
　
　
　
　

除
草
・
草
刈
り
、
農
作
業

○
サ
ー
ビ
ス
分
野　
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

軽
度
生
活
援
助
、
店
内
案
内

○
そ
の
他　
　
　
　

門
松
・
精
霊
船
作
製

県
立
諫
早
養
護
学
校「
学
校
見
学
会
・
体
験
会
」
◇
と
き　

11
月
１
日

（水）
、
午
前
９
時
20
分
〜
午
後
３
時　

◇
内
容　

授
業
見
学
お
よ
び
体
験
、
寄
宿
舎
見
学
な
ど

■
県
立
諫
早
養
護
学
校　

☎
○26 

１
０
８
５

竹松幼稚園は、平成20年度に「認定子ども園」として民
営化の予定です。民営化の際は、平成19年度限りの募集
となります。

募
集
人
数
な
ど
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市民生活相談室ですべて無料で行っています。お気軽にご相談ください。

15日（水）

2日（木）

1日（水）

年 金 相 談 10：00～15：30

行政書士相談 13：00～16：00 人  権  相  談 10：00～15：00

人 権 相 談

行 政 相 談

10：00～15：00

9：30～正午

法 律 相 談 事前予約制

21日（火）

交通事故相談 10：00～16：00

法 律 相 談 事前予約制

17日（金）

8日（水）

9日（木） 24日（金） 不動産相談 13：00～16：00

●11月の定例相談日●

■申し込み・問い合わせ　市民生活相談室　☎○53 4111（内線193）

※法律相談（10：00～15：00）は事前にご予約ください。
　（電話でも受け付けます）
※年金相談は相談内容を事前に保険年金課（内線113）
へご連絡ください。

※そのほかの相談の受け付けは、相談時間に直接お越し
ください。ただし、終了間際にお越しになると相談に応じ
られない場合がありますので、早めにお越しください。
※法律・行政書士・不動産相談は、相談員が交代制と
なっています。（詳しくは、お問い合わせください）

28日（火）

11月の大村競艇

30日(木)　～ 12/5日（火）　　G Ⅰ ダイヤモンドカップ

  8日(水)　～　 12日（日）　　公営ジャアナル杯
11日(土)　～　 16日（木）　☆G Ⅰ 蒲郡MB大賞ナイター

21日(火)　～　 26日（日）　☆SGチャレンジカップ
22日(水)　～　 26日（日）　☆蒲郡ナイター

☆は場外発売

15日(水)　～　 20日（月）　　G Ⅲ新鋭リーグ

3日(祝)　～
2日(木)　～ 7日（火）　☆G Ⅰ 三国MB大賞

  7日（火）　☆桐生ナイター

　独立行政法人国際協力機構（JICA）では、技術や経験
を生かして開発途上国の人々に協力する「青年海外協力隊」
「シニア海外ボランティア」を募集しています。

募集期限　11 月 10 日（金）　

※「体験談 & 説明会」の日程など詳
しくは、JICA ホームページ（http://
www.jica.go.jp）をご覧ください。

■問い合わせ　JICA デスク長崎
　　　　（長崎県国際交流協会内）　☎ 095（823）3931

JICAボランティア秋募集

　「交通事故、詐欺、脅しなど
の犯罪の被害にあったが、検察
官がその事件を起訴してくれ
ないのはどうも納得できない」

このような不満をお持ちの人のために検察審査会があり
ます。費用は無料で、秘密は固く守られます。
お気軽にご相談ください。

■問い合わせ　長崎検察審査会事務局
　　　　　（長崎地方裁判所内）☎ 095（822）6151　

ご存知ですか？検察審査会ご存知ですか？検察審査会

第
２
回 

長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
フ
ェ
ス
タ

◇
と
き　
11
月
３
日

（祝）
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

◇
と
こ
ろ　
国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー　

◇
参
加
料　
無
料

■
国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー　

☎
○52 

３
１
２
１
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◎
香
典
返
し

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ
▼
金
森
二
男

◎
一
般
寄
付

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ
▼
コ
マ
ツ
電
子
金
属

労
働
組
合
長
崎
支
部

パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ
▼
倉
石
秀
文

ふ
る
里
へ
▼
浦
崎
美
代
子
▼
山
崎
弘
子
▼
古

瀬
恭
孝
▼
大
村
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
・
プ
ア
▼

松
本
貴
代
子
▼
並
波
み
ど
り
▼
昊
天
宮
保
育

園
子
育
て
サ
ロ
ン

箕
望
荘
へ
▼
圓
山
和
代
▼
山
下
タ
ミ
子
▼
大

村
美
容
組
合
▼
琴
和
会
▼
う
え
ま
つ
保
育
園

▼
大
村
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
・
プ
ア
▼
大
村
相

撲
甚
句
会
▼
す
み
れ
会
▼
山
中
幸
子
▼
三
ノ

丸
光
子
▼
本
山
貴
子
▼
板
山
信
子

泉
の
里
へ
▼
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
パ
ー
ル
▼
宇

生
の
道
本
山
▼
ニ
ュ
ー
パ
ー
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
▼
民
踊
協
会
▼
大
村
新
体
操
ク
ラ
ブ
▼
白

浜
ジ
ャ
ギ
ー
教
室
▼
ミ
ツ
コ
リ
ズ
ム
・
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
▼
石
森
十
三
夜
ご
一
行
▼
黒
木

太
鼓
▼
大
村
太
鼓
連
▼
奥
土
居
美
可
▼
大
村

相
撲
甚
句
会
▼
小
松
智
香
子
・
南
▼
ロ
ー
ラ

▼
富
の
原
長
寿
会
▼
泉
の
里
Ｏ
Ｂ
会
（
女
性

の
会
）
▼
コ
ス
モ
ス
会
▼
日
舞
秀
栄
会
藤
間

勘
巳
間
社
中
▼
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
▼

島
田
末
子
▼
上
本
藤
夫
▼
原
口
國
子
▼
中
島

日
出
男
▼
松
添
和
子
▼
森
山
恵
美
▼
平
野
重

郎
▼
溝
上
秀
男
▼
中
寿
五
郎
・
清
子
▼
ウ
エ

ス
レ
ヤ
ン
大
学
▼
奥
土
居
博
▼
畑
地
恵
子
▼

上
村
幸
三
▼
仲
光
春
江
▼
橋
口
俊
哉
▼
山
口

幸
子
▼
鵜
瀬
フ
ジ
エ
▼
川
崎
マ
ス
子
▼
渡
辺

計
子
▼
山
下
憲
子
▼
藤
田
久
代
▼
川
添
満
寿

美
▼
山
下
悦
子
▼
白
石
和
子
▼
長
崎
情
報
ビ

ジ
ネ
ス
専
門
学
校
▼
九
州
環
境
福
祉
医
療
専

門
学
校
▼
純
心
大
学
▼
小
浜
高
校
▼
城
南
高

校
▼
久
留
米
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

う
ぐ
い
す
の
丘
へ
▼
野
口
ハ
ツ
▼
平
川
美
雪

▼
福
島
百
江
▼
徳
田
節
子
▼
柳
原
憲
臣

慈
恵
荘
へ
▼
松
永
シ
ズ
エ
▼
辻
み
ち
子
▼
菅

ひ
ろ
子
▼
赤
木
信
雄
▼
下
川
信
義
▼
平
田
輝

子
▼
中
川
内
ツ
ヤ
子
▼
坂
口
フ
ジ
ヱ
▼
原
生

花
店
▼
旭
が
丘
小
合
唱
ク
ラ
ブ
▼
芳
文
会
▼

大
村
獅
子
舞
保
存
会
▼
日
本
た
ば
こ
産
業
福

岡
支
店

大
村
子
供
の
家
へ
▼
赤
水
清
春
▼
長
崎
空
港

Ａ
Ｎ
Ａ
総
代
理
店
▼
山
口
修
▼
竹
松
運
輸

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
へ
▼
安
野
し
ず
え

松
原
の
さ
と
へ
▼
下
見
正
次
▼
山
田
庚
平
▼

昊
天
宮
保
育
園
子
育
て
サ
ロ
ン
▼
松
原
小
学

校
４
年
生

ご
寄
付
・
ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
自
衛
隊
生
徒
募
集

資
格　
中
学
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

で
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

募
集
期
間　
11
月
１
日

（水）
〜
平
成
19
年

１
月
９
日

（火）

試
験
日　
平
成
19
年
１
月
13
日

（土）

★
自
衛
隊
大
村
地
域
事
務
所

☎
○52 

６
２
１
７

◎
人
工
肛
門
お
よ
び
人
工
膀
胱（
ぼ
う

こ
う
）造
設
者
講
習
会

と
き　
11
月
18
日

（土）
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ　
国
立
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

対
象　
人
工
肛
門
お
よ
び
人
工
膀
胱

を
造
設
し
た
人

内
容　
講
演
、
医
療
相
談
、
ス
ト
ー
マ

装
具
の
展
示
な
ど

★
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
長
崎
県
支
部

☎
０
９
５
（
８
３
８
）
３
０
４
９

◎
安
部 

司
講
演
会

と
き　
11
月
15
日

（水）
、
午
後
７
時
開
演

と
こ
ろ　
さ
く
ら
ホ
ー
ル　

講
師　
安
部 

司
氏（「
食
品
の
裏
側
」著
者
）

演
題　
「
食
の
安
全
を
問
う
」

入
場
料　
前
売
券　

大
人 

１
、０
０
０
円

（
当
日
券　

 

１
、２
０
０
円
）

学
生（
小
学
生
以
上
） 

５
０
０
円

（
当
日
券　

 

６
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所　
自
然
派
レ
ス

ト
ラ
ン
あ
ぐ
り
、
玄
米
菜
食
げ
ん
げ

ん
、
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら　

★
安
部 

司
講
演
会
実
行
委
員
会

☎
○48 

５
８
１
２
（
樋
口
）

◎
じ
ん
け
ん
は
21
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

11
月
11
日
〜
12
月
10
日
は
、
長
崎
県

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
同

和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

○
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

と
き　
11
月
25
日

（土）
、
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
時
津
公
民
館（
時
津
町
）

講
師　
桂
こ
け
枝（
落
語
家
）

★
県
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
０
９
５
（
８
２
４
）
１
１
１
１

◎
お
お
む
ら
夢
の
花
実
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
募
集

内
容　
４
世
代
交
流
を
深
め
、
観
光
地
の

ひ
と
つ
に
な
り
、
雇
用
を
確
保
す
る
た
め

の
ビ
ジ
ョ
ン
・
活
動
を
話
し
合
い
ま
す
。

と
き　
11
月
４
日

（土）
・
18
日

（土）
、
午
後

７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　
市
コ
ミ
セ
ン

★
お
お
む
ら
夢
の
花
準
備
室

☎
○54 

７
７
９
７
（
大
杉
・
石
原
）

◎
県
立
大
村
城
南
高
校
文
化
祭

と
き　
11
月
12
日

（日）
、
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分

内
容　
展
示
発
表
、
野
菜
・
草
花
・
食
品
加

工
品
販
売
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど

★
県
立
大
村
城
南
高
校  

☎
○54 

３
１
２
２

◎
ハ
テ
ィ
ク
バ
&
シ
ャ
ロ
ー
ム 

ゴ
ス

ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　
11
月
３
日

（祝）
、
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　
市
民
会
館　

入
場
料　
無
料　

★
シ
ャ
ロ
ー
ム　

ゴ
ス
ペ
ル　

☎
０
８
０

（
３
９
６
５
）
６
８
８
２
（
辻
郷
）

ミ
ニ
情
報

ミニ情報

◎
県
立
大
村
養
護
学
校
公
開

　
慢
性
の
内
部
疾
患
や
何
ら
か
の
精
神

的
な
原
因
の
た
め
、
学
校
生
活
に
困
難
を

感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
が
、
入
院
や
外
来

治
療
を
続
け
な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

と
き　
11
月
15
日

（水）
、
午
前
９
時
〜
正
午

★
県
立
大
村
養
護
学
校  

☎
○52 

６
３
１
２

◎
県
立
ろ
う
学
校
文
化
祭

と
き　
11
月
18
日

（土）
〜
19
日

（日）
、
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

内
容　
作
品
展
示
、
劇
や
ダ
ン
ス
な

ど
の
学
習
発
表
会
、
食
器
・
花
び
ん
な

ど
の
展
示
即
売
な
ど

★
県
立
ろ
う
学
校　

☎
○52 

２
４
４
４

11
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン

◇
（月）   

息
切
れ　

◇
（火） 

圧
迫
骨
折　

◇
（水）  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種　

◇
（木）  

耳
閉
感
に
つ
い
て　

◇
（金）  

洗
口
剤　

◇
（土） 

（日）  

分
娩
時
の
大
出
血 

そ
の
③ 

胎
盤
早
期
剥は
く
り離　

■
☎
０
９
５
（
８
２
６
）
５
５
１
１
（
長
崎
）　

☎
０
９
５
６
（
２
３
）
４
３
０
０
（
佐
世
保
）
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seahat@octp-net.ne.jp

「第 3回定期演奏会」
市民60人による混声合唱団の歌声とともに贈る、モーツァルトのレクイエム。

14：00 開演
さくらホール

プログラム

出　演

ピアノ協奏曲第 23 番イ長調K.488
レクイエム　二短調K.626

チケット【全席自由】
　　　一　　　般：2,000 円（会員：1,800 円）
　　　高校生以下：1,000 円（会員：   900 円）

※当日は 500 円増

指揮・ピアノ／迫 昭嘉

　広報おおむら 7 月号で、姉妹
都市「シントラ市（ポルトガル
共和国）」へ贈るための折り鶴
を募ったところ、皆さんから温
かいお気持ちが詰まったたくさんの折り鶴をお寄
せいただきました。ありがとうございました。
　この折り鶴を千羽鶴にして、皆さんの“平和と
友好”の思いとともにシントラ市へ贈り、両市が
深いきずなで結ばれていることを改めて確認する
ことができました。
　大村国際交流協会では、大村市の国際交流推進
のためにいろんな活動を地道に続けていきたいと

考えています。皆さんのご
参加を心からお待ちしてい
ます。

【折り鶴をお寄せいただいた主な団体】
○くさぶえ児童クラブ（写真）
○学校適応指導教室
　「あおば教室」
○グループホーム箕望の丘
○シーハット市民ミュージカル

第61回国民体育大会に県選手団の一員とし
て出場する大村市関係の監督・選手の皆さん
（9月20日／市コミセン）

介護予防推進の
シンボルマーク募集！

　県では、「介護予防」を推進するために、シ
ンボルマークを募集しています。高齢者が地域
で生き生きと生活しているようすをイメージし
た、親しみやすいシンボルマークをデザインし
てください。

応募期限　11月30日（木）

※詳しくは、お問い合わせください。

■応募・申し込み先
　　県長寿社会課　☎095-895-2434
　　（〒850-8570 長崎市江戸町 2-13）

第6回全国障害者スポーツ大会に県選手団の
一員として出場する東 元気さん（写真左）と
山口伸作さん　（10月10日／市役所）

ソプラノ／吉川友理ソプラノ／吉川友理

アルト／長峰由紀子アルト／長峰由紀子 テノール／児玉和弘テノール／児玉和弘 バス／東原貞彦バス／東原貞彦

■問い合わせ　大村国際交流協会（企画調整課内・内線229）



　中国に行った！ 中国（海外）に友達ができた！！ 
中国に行く二か月前の私には想像がつかない話
です。この夏、私はたくさんの出会いがありました。

この派遣事業に参加することができたからこそ、日本、そして、
中国で出会えた人たち。私にはどちらもとても貴重な出会いに
なりました。

　今回、中国に行っていろいろな
ことを学び、経験できたことは本当
に良かったです。僕たちが恵まれて

いることにも気がつきました。そして、中国へ行っ
たことで、「英語の大切さ」を知ることができ、「や
っぱり世界の共通語は英語だなぁ」と思いました。

　私がこの旅で手に入れたものは
思い出だけではなく、温かいふれ
あいの気持ち、中国のこと、友達

と協力することの大切さなど、たくさんありました。
言葉の心配は、いつの間にか忘れていました。
それほど、中国は私を温かく迎えてくれました。

　初めての飛行機、人、自転車、料
理、雑技団などなど。中国は日本と雰
囲気が違う所が多く、とにかく驚きの

旅でした。みんなで買い物に行ったり、写真を撮っ
たり、いろいろ話ができて本当に楽しい仲間と、中
国にも友人ができ、最高の思い出になりました。

　私は今回、初めて中国に行き
ました。そして、初めての海外でも
あったため、とても緊張していたし

楽しみでもありました。
　最後の日、もう中国から離れるかと思うと、ち
ょっと寂しい気持ちになりました。中国に行く前、
不安だったのがうそのように思えました。

　「何かお祭りがあるのではない
か？」と思うほど人の多さに驚き、「初
日からこんなんじゃダメだ！」と気合い

を入れました。“熱烈歓迎”の文字にもビックリしま
した。最後の夜は、中国の夜景をじっと眺め、思
い出をかみしめました。いろんな仲間とのふれあ
いができて、充実した日々 を送ることができました。

大村高校2年  泉  知佳さん

萱瀬中学校2年  中嶋優介くん

西大村中学校2年  中村優樹くん

玖島中学校2年  柴田美晴さん 郡中学校3年  沖田  茜さん

桜が原中学校3年  前川麻里子さん

いずみ　 ち　 か

なかしまゆうすけ まえかわ  ま り こ

なかむら　ゆうき

　私がこの使節団に参加した理由は、中
国の子どもたちと交流してみたかったし、中
国の文化を知りたかったからです。でも、海

外に行くのは初めてで、一緒に行く仲間と仲良くなれるの
か不安と楽しみが入り交じっていました。その不安も次第
になくなり、当初の目的もしっかり果たすことができました。

大村中学校3年  川端夏美さん
かわばた　なつみ

しばた みはる おきた　あかね

　大村国際交流協会では、このほか「シントラ市ホームステイ派遣および受入事業」も実施しています。これからも多くの
子どもたちに“交流の素晴らしさ”を体感してほしいと願っています。詳しくは、事務局までお気軽にお尋ねください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　大村国際交流協会事務局（企画調整課内  内線229）

　8月7日（月）～11日（金）の4泊5日の日程で、『平成18年度 中国国際
交流大村少年使節団』が本市の友好都市「上海市閔行区」などを訪
問しました。
　使節団は、公募で参加した市内の中高生13人で構成し、現地で
は、閔行中学校の生徒との交流会やホームビジット、上海・蘇州の世
界遺産を見学するなど、中国という国をじかに触れることができました。
　さて、団員の皆さんはどのように感じたのでしょうか。参加した皆さ
んの中から一部を紹介します。（全員の感想文は市のホームページで
ご紹介しています）

みんこう
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所在地：黒木町530番地 ☎○55 7800
Eメール：kurogi-syo@city.omura.lg.jp
ホームページ：http://www.city.omura.nagasaki.jp/school/
児童数：13人　浦 俊之校長　職員数：９人
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史
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と
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木
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木
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う
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立
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光
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い
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学
ば
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母
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黒
木

水
ゆ
た
か
な
る
　

ダ
ム
の
色

人
の
世
め
ぐ
む
　

愛
み
つ
る

湖
岸
に
わ
れ
ら
　

た
た
ず
め
ば

平
和
の
明
日
を
　

示
す
な
り

黒
木
　

黒
木
　

わ
が
母
校

い
ざ
や
　

は
げ
ま
ん
　

母
校
黒
木

一
、

二
、

三
、

四
、

◎学校沿革

◎静かな環境の中で一緒に学びませんか？

　黒木小学校では、市内どこからでも通学を希望する児童を受け
入れて、学校の活性化に取り組んでいます。

募集期限：12月28日（木）（定員に達しなかった学年は、募集期間終了後も受付）
学校見学：随時行っています。事前に黒木小学校または教育委員会に
　　　　ご連絡ください。 
条　　件：1．市内に在住する児童および保護者であること。

School H
istory

黒木太鼓

魚釣り

野いちご狩り

歓迎遠足

 　　 　　2．黒木小学校の教育活動を理解し、地域と共に協力し、
 　　 　　　活動ができること。
  　　　　3．1年以上の通年通学（4月1日入学で1年単位）ができること。
  　　　　 　（特別の事情がある場合は、年度途中の入学も認めます）
  　　　　4．通学は保護者が責任をもって行うこと。
定　　員：1・2年生　4人、3・4年生　4人、5・6年生　5人
申込方法：所定の申込書でお申し込みください。
　　　　  ▽1年生～5年生の児童…在籍する小学校
　　　　  ▽平成19年度新1年生…市教育委員会
　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　教育総務課（内線363）

　本校は、明治7年1月に第五大学
区第三中学区黒木小学校として創
立。その後、萱瀬小学校黒木分校、
尋常黒木小学校、黒木尋常高等小
学校、黒木尋常小学校、萱瀬小学校
黒木分教場を経て、昭和23年8月、
市立黒木小学校として独立校となり
ました。平成7年3月には萱瀬ダムのか
さ上げに伴い、現在地に移転していま
す。また、児童数確保・学校の活性化
などの目的で、平成15年度から「特別
転入制度」を実施しています。
　校区は、萱瀬ダム湖の上流域で自
然環境に恵まれた山間部です。現在
の児童数は13人で、1・2年3人、3・4
年6人、6年4人という3学級の学校で
す。

平成19年度 特別転入学児童募集

KUROGI Elementary school
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池田 昂史くん
（1歳3か月）

こうし

向井 絢音ちゃん
（2歳11か月）

あやね

●第3回子育て講演会
　「今、子どもたちに伝えたいこと」
　～子ども・親・地域・共に育とう！～
　『子ども』『子育て』をとりまく社会はめまぐるしく変化しています。今の子育てを
まっすぐに見つめ、子どもや子育て家庭の豊かな成長のためにぜひご参加ください。
講師：熊丸みつ子氏（幼児教育研究家）
とき：11月11日（土） 午前10時～11時30分
ところ：市コミセン
申込期限：11月7日（火）
※託児あり（事前に申し込みが必要です。人数に限りがあります。）
■申し込み・問い合わせ
　　　　子育て支援センター　☎○54 9100
　　　　南地区子育て支援センター　☎○54 2800
　　　　北地区子育て支援センター　☎○55 0922
　　　　西大村地区子育て支援センター　☎○54 5056
　　　　社会教育課（内線84-154）

●「全国国公立幼稚園ウイークinおおむら」
　11月13日（月）～19日（日）は「全国国公立幼稚園ウイーク」。
市立幼稚園8園では次のとおり幼稚園を開放します。どうぞお気軽にご来園ください。
とき：11月16日（木） 午前9時～11時
　園庭や保育室を開放します。ご自由に参観していただき、園児と一緒に遊具で遊
んだり、紙芝居を見たり、親子でのリズム遊びなどをお楽しみください。

　年間を通じて実施しています。お子さんの体調の良い時に受け
てください。ただし、インフルエンザ予防接種の実施期間は平成
19年1月31日までです。早めに接種してください。
　インフルエンザの予防のため、次のことを心がけましょう。
❶うがい、手洗いをこまめに行う。
❷十分な休息、睡眠とバランスの良い食事を摂る。
❸人込みを避け、マスクを着用する。

　県では、女性の医師による「女性専用医療相談」を年間
を通して実施しています。“電話相談”と“面接相談”があり、い
ずれも予約制です。婦人科疾患など男性医師には相談しに
くい病気、更年期障害やストレスなどの健康問題で悩んでい
る人はお気軽にご相談ください。
●相談予約・問い合わせ
　県央保健所（諫早市栄田町）　☎○26 3304
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◎三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎・BCG・
　インフルエンザの予防接種実施中！

◎女性専用医療相談窓口を開設しています

すこやかセンター☎○54 9100
健康増進課（内線140）問

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
すこやかセンター
1歳6か月児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
すこやかセンター
1歳6か月児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

献血車巡回日
午前9：30～11：30
市役所内
親子愛あい広場
午前9：30～11：30
すこやかセンター
3歳児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

乳幼児すくすく
健康相談
受付：午前9：30～10：30
竹松出張所

WEDTUEMONSUN THU FRI SAT

◎子育てつどい
おしゃべりしたり、子どもと遊んだりして、みんなで楽しいひとときを
過ごしませんか。気軽にご自由にご参加ください。
対象　小学校入学前の乳幼児とその親
開始時間　午前10時

■申し込み・問い合わせ
　 子育て支援センター　〒856-0832 本町413-2　☎○54 9100

◎出前子育てつどいの問い合わせ
　（松原・福重・竹松・萱瀬地区）
　北地区子育て支援センター ☎○55 0922

（中央地区）
子育て支援センター ☎○54 9100

（鈴田・三浦地区）
南地区子育て支援センター ☎○54 2800

◎ふれあい交流室
すこやかセンター2階に、親子（小学校入学前の乳幼児とその
親）で自由に来て、自由に遊べる部屋があります。
スタッフがお待ちしています。どうぞご利用ください。
［利用日・時間］月曜日～金曜日（祝日を除く）、午前10時～午後5時

市立図書館

伊勢町公園

池田湖公園

すこやかセンター

松原出張所

竹松出張所・さつき台公園

福重出張所・大村公園売店

小路口光公民館

松原出張所

三浦出張所

竹松出張所

福重出張所

小路口光公民館

中地区公民館

絵本の読み語り・わらべうた（11：00～）

落ち葉ひろい

落ち葉ひろい

ゆらゆらポン太くん

リトミック・交通安全教室

11月生まれの誕生児を祝おう

公園で遊ぼう

小麦粉粘土で遊ぼう

おはなしの会

ベビーふれあいあそび（2歳未満）

キッズふれあいあそび（2歳以上）

手作りおもちゃの会

リトミッククラブ（3歳以上）

誕生日のつどい

出前子育てつどい

※1

（集合…すこやかセンター）

集合…池田湖畔会館
雨の場合…すこやかセンター

※1 持ってくるもの…1.5ℓペットボトル、どんぐり10個

（雨の場合…さつき台公民館）

  （雨の場合…市コミセン）

持ってくるもの…小麦粉200g、食用色素、
　　　　　　　ふたつき容器、レジャーシート

（ところはいずれも集合場所）

ふれあい健康講座
「メタボリックシンドローム
　対策～食生活編～」
午後1：00～2：00
■市立病院（☎○52 2161）

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター

乳幼児すくすく
健康相談　
（4か月前後児）　
受付：午前9：30～10：30
（10か月以上児）
受付：午後1：30～3：00
すこやかセンター

3歳児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30　
すこやかセンター
3歳児健康診査　
受付：午後1：00～1：20　
すこやかセンター

ことばの教室
午後1：30～4：00
すこやかセンター
・言語聴覚士による
 ことばの相談

ことばの教室
午後1：30～4：00
すこやかセンター
・言語聴覚士による
 ことばの相談
・心理相談員による
 育児相談

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター
健康（介護予防）講座
「食べる楽しみ」
午後2：00～3：30
ゆの華（サンスパおおむら内）
■高齢福祉課（内線137）

1歳6か月児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター
健康づくり相談
（脂肪バイバイ教室）
午後7：00～9：00
すこやかセンター

耳とことばの相談
午後1：00～3：00　
福祉センター
・医師などによる相談
・身体障害者手帳、
・補聴器の申請受付
■福祉課（内線156）

健康づくり相談
（脂肪バイバイ教室）
午後1：30～4：00
すこやかセンター

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター

ママパパ学級
午後1：30～3：30
すこやかセンター

ママパパ学級
午前10：00～正午
すこやかセンター

中田外科胃腸科
［外科・胃腸科］
古賀島町☎○54 0083
レディースクリニック
しげまつ
［産婦人科］
古町1丁目☎○54 9200
とやま歯科医院
富の原1丁目☎○55 6255

おおつか内科医院
［内科・呼吸器科］
西三城町☎○53 8080
伊崎脳神経外科・内科
［脳神経外科・内科］
東本町☎○54 4230
えんどう歯科医院
久原2丁目☎○27 3800

寺井医院
［内科・消化器科］
玖島1丁目☎○52 3574
後藤産婦人科
［産婦人科］
西大村本町☎○20 8123
蔵田歯科医院
原口町☎○55 3565

南野クリニック
［内科・消化器科］
乾馬場町☎○53 2233
原外科内科肛門科
［外科・内科・肛門科］
宮小路1丁目☎○55 8427
まつかわ歯科医院
西大村本町☎○54 3988

さくらクリニック
［内科・消化器科］
池田1丁目☎○53 8819　
うえき心療内科クリニック
［心療内科・神経科・精神科］
坂口町☎○54 6000
井上歯科医院
富の原2丁目☎○55 7462

長崎医院
［内科・小児科］
寿古町☎○55 8615
本田皮ふ科・アレルギー科
［皮膚科・アレルギー科］
富の原2丁目☎○55 6830
またの歯科医院
竹松本町☎○55 8261

●ふれあいリハビリサロン ●健康づくり相談（脂肪バイバイ教室）
…40歳以上の人が対象。詳しくはすこやかセンターへお問い合せください。
●ことばの教室 ●親子愛あい広場…ことばの発達などが気になるお
子さんや、育児で困っているお母さんが対象（初回は電話で申し込み）
●1歳6か月児健康診査（通知済み）
…平成17年4月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
…平成15年5月生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●乳幼児すくすく健康相談
…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）

※日曜・祝日の在宅当番医は、
変更になる場合があります。
ご確認のうえお越しください。
●診療時間：
　午前9時～午後6時
※歯科は正午まで

つどい名 内　　容 と　き ところ

と

1日

7日

14日

21日

22日

28日

1日

2日

8日

10日

15日

16日

17日

22日

24日

30日

（水）

（火）

（火）

（火）

（水）

（火）

（水）

（木）

（水）

（金）

（水）

（木）

（金）

（水）

（金）

（木）

&
■問い合わせ　教育総務課（内線363）

（ （

※写真は子育て支援センターを訪れたお友だちです。
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池田 昂史くん
（1歳3か月）

こうし

向井 絢音ちゃん
（2歳11か月）

あやね

●第3回子育て講演会
　「今、子どもたちに伝えたいこと」
　～子ども・親・地域・共に育とう！～
　『子ども』『子育て』をとりまく社会はめまぐるしく変化しています。今の子育てを
まっすぐに見つめ、子どもや子育て家庭の豊かな成長のためにぜひご参加ください。
講師：熊丸みつ子氏（幼児教育研究家）
とき：11月11日（土） 午前10時～11時30分
ところ：市コミセン
申込期限：11月7日（火）
※託児あり（事前に申し込みが必要です。人数に限りがあります。）
■申し込み・問い合わせ
　　　　子育て支援センター　☎○54 9100
　　　　南地区子育て支援センター　☎○54 2800
　　　　北地区子育て支援センター　☎○55 0922
　　　　西大村地区子育て支援センター　☎○54 5056
　　　　社会教育課（内線84-154）

●「全国国公立幼稚園ウイークinおおむら」
　11月13日（月）～19日（日）は「全国国公立幼稚園ウイーク」。
市立幼稚園8園では次のとおり幼稚園を開放します。どうぞお気軽にご来園ください。
とき：11月16日（木） 午前9時～11時
　園庭や保育室を開放します。ご自由に参観していただき、園児と一緒に遊具で遊
んだり、紙芝居を見たり、親子でのリズム遊びなどをお楽しみください。

　年間を通じて実施しています。お子さんの体調の良い時に受け
てください。ただし、インフルエンザ予防接種の実施期間は平成
19年1月31日までです。早めに接種してください。
　インフルエンザの予防のため、次のことを心がけましょう。
❶うがい、手洗いをこまめに行う。
❷十分な休息、睡眠とバランスの良い食事を摂る。
❸人込みを避け、マスクを着用する。

　県では、女性の医師による「女性専用医療相談」を年間
を通して実施しています。“電話相談”と“面接相談”があり、い
ずれも予約制です。婦人科疾患など男性医師には相談しに
くい病気、更年期障害やストレスなどの健康問題で悩んでい
る人はお気軽にご相談ください。
●相談予約・問い合わせ
　県央保健所（諫早市栄田町）　☎○26 3304
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◎三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎・BCG・
　インフルエンザの予防接種実施中！

◎女性専用医療相談窓口を開設しています

すこやかセンター☎○54 9100
健康増進課（内線140）問

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
すこやかセンター
1歳6か月児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
すこやかセンター
1歳6か月児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

献血車巡回日
午前9：30～11：30
市役所内
親子愛あい広場
午前9：30～11：30
すこやかセンター
3歳児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

乳幼児すくすく
健康相談
受付：午前9：30～10：30
竹松出張所

WEDTUEMONSUN THU FRI SAT

◎子育てつどい
おしゃべりしたり、子どもと遊んだりして、みんなで楽しいひとときを
過ごしませんか。気軽にご自由にご参加ください。
対象　小学校入学前の乳幼児とその親
開始時間　午前10時

■申し込み・問い合わせ
　 子育て支援センター　〒856-0832 本町413-2　☎○54 9100

◎出前子育てつどいの問い合わせ
　（松原・福重・竹松・萱瀬地区）
　北地区子育て支援センター ☎○55 0922

（中央地区）
子育て支援センター ☎○54 9100

（鈴田・三浦地区）
南地区子育て支援センター ☎○54 2800

◎ふれあい交流室
すこやかセンター2階に、親子（小学校入学前の乳幼児とその
親）で自由に来て、自由に遊べる部屋があります。
スタッフがお待ちしています。どうぞご利用ください。
［利用日・時間］月曜日～金曜日（祝日を除く）、午前10時～午後5時

市立図書館

伊勢町公園

池田湖公園

すこやかセンター

松原出張所

竹松出張所・さつき台公園

福重出張所・大村公園売店

小路口光公民館

松原出張所

三浦出張所

竹松出張所

福重出張所

小路口光公民館

中地区公民館

絵本の読み語り・わらべうた（11：00～）

落ち葉ひろい

落ち葉ひろい

ゆらゆらポン太くん

リトミック・交通安全教室

11月生まれの誕生児を祝おう

公園で遊ぼう

小麦粉粘土で遊ぼう

おはなしの会

ベビーふれあいあそび（2歳未満）

キッズふれあいあそび（2歳以上）

手作りおもちゃの会

リトミッククラブ（3歳以上）

誕生日のつどい

出前子育てつどい

※1

（集合…すこやかセンター）

集合…池田湖畔会館
雨の場合…すこやかセンター

※1 持ってくるもの…1.5ℓペットボトル、どんぐり10個

（雨の場合…さつき台公民館）

  （雨の場合…市コミセン）

持ってくるもの…小麦粉200g、食用色素、
　　　　　　　ふたつき容器、レジャーシート

（ところはいずれも集合場所）

ふれあい健康講座
「メタボリックシンドローム
　対策～食生活編～」
午後1：00～2：00
■市立病院（☎○52 2161）

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター

乳幼児すくすく
健康相談　
（4か月前後児）　
受付：午前9：30～10：30
（10か月以上児）
受付：午後1：30～3：00
すこやかセンター

3歳児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30　
すこやかセンター
3歳児健康診査　
受付：午後1：00～1：20　
すこやかセンター

ことばの教室
午後1：30～4：00
すこやかセンター
・言語聴覚士による
 ことばの相談

ことばの教室
午後1：30～4：00
すこやかセンター
・言語聴覚士による
 ことばの相談
・心理相談員による
 育児相談

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター
健康（介護予防）講座
「食べる楽しみ」
午後2：00～3：30
ゆの華（サンスパおおむら内）
■高齢福祉課（内線137）

1歳6か月児健康診査
受付：午後1：00～1：20
すこやかセンター
健康づくり相談
（脂肪バイバイ教室）
午後7：00～9：00
すこやかセンター

耳とことばの相談
午後1：00～3：00　
福祉センター
・医師などによる相談
・身体障害者手帳、
・補聴器の申請受付
■福祉課（内線156）

健康づくり相談
（脂肪バイバイ教室）
午後1：30～4：00
すこやかセンター

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター

ふれあいリハビリサロン
午前9：30～11：30
すこやかセンター

ママパパ学級
午後1：30～3：30
すこやかセンター

ママパパ学級
午前10：00～正午
すこやかセンター

中田外科胃腸科
［外科・胃腸科］
古賀島町☎○54 0083
レディースクリニック
しげまつ
［産婦人科］
古町1丁目☎○54 9200
とやま歯科医院
富の原1丁目☎○55 6255

おおつか内科医院
［内科・呼吸器科］
西三城町☎○53 8080
伊崎脳神経外科・内科
［脳神経外科・内科］
東本町☎○54 4230
えんどう歯科医院
久原2丁目☎○27 3800

寺井医院
［内科・消化器科］
玖島1丁目☎○52 3574
後藤産婦人科
［産婦人科］
西大村本町☎○20 8123
蔵田歯科医院
原口町☎○55 3565

南野クリニック
［内科・消化器科］
乾馬場町☎○53 2233
原外科内科肛門科
［外科・内科・肛門科］
宮小路1丁目☎○55 8427
まつかわ歯科医院
西大村本町☎○54 3988

さくらクリニック
［内科・消化器科］
池田1丁目☎○53 8819　
うえき心療内科クリニック
［心療内科・神経科・精神科］
坂口町☎○54 6000
井上歯科医院
富の原2丁目☎○55 7462

長崎医院
［内科・小児科］
寿古町☎○55 8615
本田皮ふ科・アレルギー科
［皮膚科・アレルギー科］
富の原2丁目☎○55 6830
またの歯科医院
竹松本町☎○55 8261

●ふれあいリハビリサロン ●健康づくり相談（脂肪バイバイ教室）
…40歳以上の人が対象。詳しくはすこやかセンターへお問い合せください。
●ことばの教室 ●親子愛あい広場…ことばの発達などが気になるお
子さんや、育児で困っているお母さんが対象（初回は電話で申し込み）
●1歳6か月児健康診査（通知済み）
…平成17年4月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
…平成15年5月生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●乳幼児すくすく健康相談
…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）

※日曜・祝日の在宅当番医は、
変更になる場合があります。
ご確認のうえお越しください。
●診療時間：
　午前9時～午後6時
※歯科は正午まで

つどい名 内　　容 と　き ところ

と

1日

7日

14日

21日

22日

28日

1日

2日

8日

10日

15日

16日

17日

22日

24日

30日

（水）

（火）

（火）

（火）

（水）

（火）

（水）

（木）

（水）

（金）

（水）

（木）

（金）

（水）

（金）

（木）

&
■問い合わせ　教育総務課（内線363）

（ （

※写真は子育て支援センターを訪れたお友だちです。
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●受　付　ＪＲ大村駅（当日）8:30～11:00
●コース　秋の大村で歴史探訪とお祭りウオーク
　　　　　約10km（約3.5時間）

■問い合わせ　ＪＲ大村駅　☎○52 3600

第
六
回

第6回「おおむら秋まつり」が開催されます。
伝統芸能や創作ダンスなどイベント盛りだくさんです。
さらに、新鮮な農産物のオークション・もちまき・抽選会
などもありますので、ぜひご来場下さい。

●畜産共励会・農産物表彰式
●農産物オークション
●野菜・肉の即売会
●農業関係ふれあいイベント
●大村フラワー大使パレード

●民踊道行
●創作ダンス
●もちまき
●伝統芸能（沖田踊・木場龍踊）
●抽選会

ところ／市民会館駐車場
午前10：00

内容（催しものは、変更する場合があります）

同時開催 JRウオーキング

大村駅→本経寺→大村公園
→旧楠本正隆屋敷（有料）→秋まつり会場

11/26 日

E-mail:kouhou@city.omura.lg.jp

http://www.city.omura.nagasaki.jp

■毎月1回発行　■発行：大村市　■〒856-8686長崎県大村市玖島1丁目25番地 　　53-4111㈹　
■市民の声ファクス：　 54-0300 ■編集：大村市秘書広報課FAX 「広報おおむら」は再生紙（100%)を使用しています。

大村市の人口（9月末現在）
人　口　90,476人（＋17）
　　男　43,350人（ー4）
　　女　47,126人（＋21）
世帯数　36,367世帯（＋12）
　※（　）内は先月比（住基・外登法に基づく）

■問い合わせ　おおむら秋まつり振興会（大村商工会議所内）☎○53 4222　JA長崎県央農協中部営農センター　☎○54 8010
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